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r-･････････････J)F究J)tEf･
｢数の多様な見方を育てたい｡｣ と考える教師 は多いO しか し,多様 な見方を
打てるための具体的な方術を持た/i.いまま捜巣に取 り組んでい るのが来場ではな
いだろ うか｡
そこで,本研究では,耶 l学年 r6. 7. 8. 9. 10の合成 ･分解｣に焦点
をあて, 6, 7, 8, 9, 10についての多様 な見方を育てるための牧師J)かか












そこで,本研究では.第 1学年 ｢6, 7,
8. 9, 1Oの合F'X.分解｣に焦点をあて,
次の点をBjlらかに したいと考えたo







(1) 6, 7, 8, 9, 10についての多様
な見方を鬼視するわけ
数を多様に見ることができる f･は. 8+7
のような換 り上が りのあるた し井に出会った





























































オ これを繰 り返 し,全部自分U)帥地にし
た人の勝ち｡

























次に,/I)かれ たおは じきを凶 2のよ うに,
2つの故 と対応 させてい く｡
これによ り, 6つu)陣地 を分けた 2色のお





ことができるよ うに,次の r超能力ゲー ム｣
と rラッキー 10ゲーム｣を開発 した｡
超能力ゲーム
この ｢超能力ゲーム｣は.得点板のますを
見て ｢4と2かな ?3と3かな ?｣ とじんと
りゲームで 2色に分かれたおは じきをイメー
ジ しなが ら,次第に数 としての r6｣を多様
に見ることができるよ うに工夫 している｡
※ r6｣の場合V)ゲームの仕方
ア 下の得点板 (1人に 1つずつ) とお
は じきを用意 し,2人組 (教師対児藍






は じきを両手に分けて持 ち (持つ とき.
相手に見えないよ うに), rい くつ と
- 3 -
い くつで しょう?J とJWく｡
ウ J州カりtた人I.i, ｢4と2｣などと,
超能力 をー働かせ て,答 えを言 う｡
エ 超能力が効いて正解 した場合は,浴
は じきを 1つ匿 く｡
不-)F.脈の場合卜t.州T･が 1つ;rlくo
オ かわ りぽん二に rい くつ とい くつ ､/J




ムで,山そ うな Uu)数 を叫ぶ ところにポイン
トがある｡相手にきちん とW こえるよ うに声
に出 して舌 うことで, 10は 2つの数 を使 っ







ア 上のゲー ム板 1枚 と十面体 さいころ
を 2つ用意 し.二人組 になって じゃん
けんをす る｡
イ じゃんけんに勝 った人は, 2つの さ
い ころを同時にふ る｡
り さいころをふ るとき, ｢3と 7 !｣













7, 8, 9. i0の合成 .分解をすること
ができる｡
(2)指導計uaL
1時 6の合成 .分解 日 中.位時即日
2時 7の合成 ･分解 (1申_位時間)
3時 8の合成 ･分解 (1号1位時間)
4時 9の合成 ･分解 (l単位時rFIl)












ことを思いLUした子 どもは, ｢6｣ も同 じよ








渡す と.子どもは, さっそ く2人組になって
じゃんけんを始めていった｡ しば らくの脚は,
じゃんけんをす る声 しか聞 こえてこなかった
が,次第に ｢や った !4対 2だ !｣といった
声が聞こえるようになってきた｡
6のじんとりゲームをする子どもの様子








































C O●●●●●のときは, 6が 1と5に
分かれていますo
C OO●●●●のように, 6が 2と4に
分かれているときもあ ります｡


























すると子どもは, ｢よし !分かった !Jと
全Elが白はたっぷ りに r3だ !Jと叫んだ｡





になると.子どもは, 5, 6, 7, 8と数え




























図 7 まず 10を作る考え
C 私 もそ うしました｡ 8はあと2で 10




になる｣ とか ｢3は2と 1に分けられる｣と
いった款の多様な見方を活用 して.まず 10
を作って計昇する計井の仕方のよさにも気づ
いていった｡
4 研究のまとめと今後の挟地
政の合成 ･分解の授濃において,EJ休に数
の多様な見方に気づくことができるようなゲ
ームを開発 し実践 してきた｡敦の多様な見方
を活用するたし井の計算の仕方を考える切 L由
で子どもは,自ら敦を多様に見て,よりよい
計井の仕方に気づくことができていた｡ この
ことは,子どもの数の多様な見方が育ってい
る姿であると考えることができる｡
今後も.さらにかかわ り方を工夫をして数
の多様な見方を育てていきたい｡
(平成9年4月25日受理)
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